議事録　兼　報告書
	会議名称
	伊那市上下水道事業運営審議会

	日時
	平成２６年７月３１日（木）　１８：３０～２０：００

	場所
	伊那市役所　庁議室

	議 事 内 容

	１　開会のことば
２あいさつ
・副会長

・副市長

３　会議事項

（１）平成２５年度水道事業及び下水道事業等の決算状況について

・資料により、事務局説明

・質疑討論

（委　員）　水道はアセットマネジメント、下水道はストックマネジメントを行っていくということだが、それぞれの意味と両者の違いは何か。

（事務局）　資料にもございますが意味としましては「資産管理」ということでほぼ同じです。

違いは、水道のアセットマネジメントは厚生労働省が進めている、金銭的なものまで含めた資産管理で、下水道のストックマネジメントは国土交通省が進めている資産管理で現在のところ金銭的な部分には触れていません。
（委　員）　前年度の資料も確認したが、下水道にもアセットマネジメントという言葉が使われていたが。

　（事務局）　国土交通省からストックマネジメントという言葉が示されたのが平成２５年度からであったためです。

　（委　員）　水道事業の平成２５年度決算の中で、資産減耗費が増加し予算を上回っているが、　　これからも増え続けていくものなのか。

（事務局）　資産減耗費は主に、水道管の布設替えなどにより古い管を除却したり、建物や機械の更新により古いものを処分したときの費用ですが、現金支出を伴わない費用ですので、予算を超えることも認められているものです。今後は管の布設替えや設備の更新が増え続ける予定ではないので、資産減耗費は前年度並みで推移すると思います。

　（委　員）　下水道事業の早期接続補助金の８８件という実績は少ないのか多いのか。　　　
　（事務局）　対象が供用開始１年以内の一般住宅ということを考えると、多くの皆さんにご利用いただいたと思います。なお、早期接続補助金は平成２５年度のみの施策でしたが、本年度も接続サポート補助金と名称を変え、一部要件を緩和して更に利用しやすくして、早期接続を促しています。

（２）平成２６年度水道事業及び下水道事業等の予算概要について
・資料により、水道業務課長説明

・質疑討論

（委　員）　水道事業予算の給水収益の見込みについて、平成２５年度決算数値と比べると、給水件数は減って水量は増えるようになっているがどういうことか。

　（事務局）　平成２５年度決算は本年度の４月以降に数字が固まるのに対しまして、平成２６年度予算はそれより半年くらい前の昨年１０月頃に数字を見込むため、後から固まる決算数値から見ると矛盾した数字になることもあります。

（３）水道事業及び下水道事業経営健全化計画の進捗状況について

・資料により、水道業務課長説明

・質疑討論

　　特になし

（４）その他

　　特になし

４　その他

　（事務局）　次回の審議日程でございますが、何か特別な審議案件が発生しないかぎり、現在のところ来年１月の下旬を目処にお願いしたいと考えております。

５　閉会のことば

　　　副会長　　　　

以　　上
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